
12

　日本列島では、縄文時代草創期に形態に基づく器種分
類上の石鏃が出現し、この頃から弓矢猟が始まったと考
えられることが多い。しかし、弓の直接的な考古学的証
拠が出土するのは年代的にはずっと新しく、福井県鳥浜
貝塚や神奈川県羽尾貝塚で見つかった縄文時代前期の丸
木弓が最古である。鳥浜貝塚では、縄文時代前期羽島下
層 II 式の丸木弓が最も古く、較正年代で約 6,500 ～ 6,200 
cal BP となる（工藤他 2016）。一方、石鏃が増加するの
は爪形文、多縄文系土器の段階で、その開始は 13,500 
cal BP 頃である（工藤 2012）。最古の弓との年代には、
7,000 年程の隔たりがある。本発表は、日本列島におけ
る投槍器猟や弓矢猟の出現と波及プロセスに関する仮説
を提示し、この問題についての議論を深めたい。
　石鏃は、矢の先端に鏃として装着する機能を形態的特
徴から推測して設定された器種である。一方、狩猟具と
しての機能が推察されている旧石器時代の石器の中に
も、極めて小型の石器も存在するが、それらの石器が鏃
として機能したと想定されることは稀である（ただし、
小田 1971；田村 2011）。旧石器時代と縄文時代の草創
期と早期は、弓という考古学的な証拠が存在しない点に
おいて共通するが、旧石器時代は弓の存在が否定され、
縄文時代草創期・早期は弓の存在が肯定されている。し
かしながら、縄文時代草創期や早期の石鏃が弓で投射さ
れ、旧石器時代の小型狩猟用石器は弓で投射されていな
いことが立証されなければ、この前提が正しいとは限ら
ない。
　筆者は、東北地方で出土した後期旧石器時代前半期の
台形様石器を分析し、多くの台形様石器に衝撃剥離が形
成されていることを確認した。また、その衝撃剥離のパ
ターンは、弓の速度で投射された試料に認められる衝撃
剥離のパターンに近いことがわかった（Sano, 2016）。
そのため、分析した台形様石器の中には、弓で投射され
た鏃として機能した石器が含まれる可能性があり、少な
くとも投槍器あるいは弓で投射されている可能性が高い
ことを指摘した。一方、愛鷹山麓の土手上遺跡から出土
した黒曜石製の台形様石器の衝撃剥離を分析した山岡
は、それらの台形様石器が投槍器で投射された可能性が
高いと指摘している（Yamaoka, 2017）。
　投槍器で投射されたダートか、弓で投射された鏃かを
判別するのは、現状の投射実験結果のみだけでは難しく、
複合的な証拠から考察されなければならない。しかし、
後期旧石器時代前半期の台形様石器が、突き槍や投げ槍
として機能した可能性は低く、日本列島に最初にやって

きたホモ・サピエンスは、少なくとも投槍器か弓のどち
らかは使っていたと考えられる。
　後期旧石器時代後半期前葉の東京都下原・富士見町遺
跡では、基部に黒色の付着物が残存する背部加工尖頭器

（背部加工ナイフ形石器）が出土している（鈴木 2015）。
着柄のための膠着剤の残滓であることが予想されたた
め、付着物の蛍光 X 線分析とラマン分光分析をおこなっ
たところ、付着物は有機質素材で、天然アスファルトで
はないことがわかった（佐野・大森 2016）。この背部
加工尖頭器は、先端部に衝撃剥離と考えられる痕跡があ
り、狩猟具として使われたと考えられる。付着物の分布
範囲から、この石器は柄の先端に付けられたと考えられ
る。石器の横断面積、横断面外周、重量は、北米民族
の石鏃の範囲に入るが北米民族のダートよりは大きく、
ダートとは統計的に有意な差がある。長さ 31.8mm、幅
11.3mm、厚さ 5.8mm、重量 2.2g しかないこの石器は、
投槍器で投射したとしても、おそらく十分な機能を発揮
することはなかったであろう。この点は、投射実験によっ
て今後検証していきたいと考えているが、後期旧石器時
代後半期前葉においても、少なくとも投槍器か弓は使わ
れていたと考えられる。
　以上の点から、筆者は後期旧石器時代の初頭から後期
旧石器時代を通じて弓矢が使われていたと考えており、
少なくとも投槍器か弓のどちらかは使われていたのは確
実だと考えている。弓が使われていた可能性は、今後更
に検証されていく必要がある。しかし、日本とヨーロッ
パの両地域で「晩氷期に弓矢猟が出現する」と考えられ
ているからこそ、逆にこの技術はこの段階以前に存在し
ていたはずだと考えている。

ヨーロッパと日本列島は、晩氷期の温暖期に有溝砥石
が出現する。ヨーロッパでは、晩氷期以前とされる有溝
砥石もあるが (Moreau et al., 2015)、確実な資料の数は
晩氷期に集中する。ヨーロッパ最古の弓の考古学的証拠
は、アーレンスブルギアン期（c. 12,900-11,700 cal BP）
の遺跡であるドイツのシュテルモーア遺跡で見つかって
いる (Rust, 1943)。第 2 次世界大戦中に消失しているた
め詳細はわからないが、本資料が弓であれば現状ではこ
れが世界最古の事例となる。しかしヨーロッパで弓矢猟
が出現するのは、晩氷期初頭の有溝砥石が増える段階と
考えられることが多い（佐野 2016）。この時期、小型背
部加工尖頭器を指標とする晩期旧石器時代のアジリアン
やフェーダーメッサー・グループが出現し、晩氷期の森
林拡大に伴って弓矢猟が開始されたと考えられている。
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　日本においては、先に述べたように、石鏃が増加する
のは 13,500 cal BP 頃である。日本で有溝砥石が増える
のもこの時期であり、直線的な溝を持つ有溝砥石は矢柄
研磨器として機能したと考えられる（佐野他 2018）。し
かし、隆起線文土器に伴って出土する両面加工有舌尖頭
器の計量測定学的分析により、その多くは鏃として機
能したと考えられようになってきた（橋詰 2015；御堂
島 2015）。両面加工有舌尖頭器が出現するのは、晩氷
期が始まる 15,000 cal BP 頃であり、晩氷期の急激な温
暖化に伴って弓矢猟が出現したと解釈されている（橋詰
2018）。
　このように、地理的に遠く離れたユーラシアの西端と
東端の先にある日本列島において、晩氷期の急激な温暖
化が起きた時期に弓矢技術が同時多発的に発生したかに
見える。しかしながら、弓矢のような製作と使用に複雑
な工程を必用とし (Lombard and Wadley, 2016)、弦を
張るという特殊な技術を要する道具が、収斂進化的に同
時発生することがあり得るだろうか？両地域で、投槍器
を使用していた狩猟採集民が、温暖化に対する適応で同
時に弓矢を開発したとは考えがたい。また、その地理的
な隔たりからも、両地域に文化的交流があったとも考え
がたい。
　晩氷期に、両地域で見られた現象は、弓矢猟の出現で
はなく、狩猟時における弓矢使用の比重が格段に高まっ
たことの反映ではないだろうか？筆者は、晩氷期におい
て、弓矢が狩猟時の中心的な狩猟具となり、そのため
矢の大量生産が始まったと考えている。有溝砥石の出現
はそれを反映するものであり、石鏃の出現は大量生産に
よって最適な形態に収斂した結果と考えている。しかし、
弓矢技術自体はそれ以前から存在し、だからこそ気候変
動に対する適応によって、地理的に遠く離れた地域でこ
の技術が主体的な役割を果たすに至ったのであろう。こ
の仮説を検証するため、現在世界の各地で分析を進めて
いる (Lee and Sano, 2019; Sano et al., 2019)。まだ、弓
で投射したのか投槍器で投射したのかを判別できる事例
はあまりないが、今後様々な実験と実資料の分析を重ね
てこの仮説を検証していきたいと考えている。
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